
 

 

 

皆さん、こんにちは。京都府から参りました木

津防犯推進委員協議会 精華台支部の宮本治郎、そ

して福田孝司です。どうぞよろしくお願いします。 

この目次の順にご紹介します。目的、支部の紹

介、活動状況、問題点と課題、課題解決への取組、

そしてまとめという順序でご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、私たちの目的です。私たちの目指す状態は、「安心・安全な精華台」。目指す活動は、「住

民みんなと共に」。このような目的で活動を進めております。 

次に、支部の紹介です。私たち精華台がある精華町は、京都府の最南端にあります。京都、奈

良、大阪にまたがる、けいはんな学研都市の中心である精華町。その精華町に、我々の精華台が

あります。 

 

 

 

 

 

 

  

木津防犯推進委員協議会 精華台支部 （京都府） 
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一部画像を加工・修正して掲載している箇所があります。




精華台地区には、区画整理された住宅地を中心に、マンションや店舗が点在しております。お

よそ 2400 世帯、6800 人が住んでおります。 

精華台支部の成り立ちです。2004 年に創立されました。精華台地区には当時、5 つの自治会が

あり、その会長会議で創立が決定されました。現在は、防犯推進委員として、私たち地元住民が

9 名と、店舗の店長 2 名の計 11 名がおります。 

精華台支部の、3 つの特長をご紹介します。 

まず 1 つ目は、地元自治会の会長会議での話し

合いで創立されたということ。 

2 つ目は、それを受けて創立以来、自治会と合

同で活動を継続してきたということです。 

そして 3 つ目に、同じくこれを受けて、各自治

会から毎年、活動助成金を受けています。1 世帯

あたり年間 100 円という額をもらい、活動費に当てております。 

活動状況です。 

小学校の登下校見守りを行っています。 

朝の登校見守りは、通年、実施しております。 

下校見守りの昼パトについては、月 2 回を基本

にしています。小学校の短縮授業に合わせて下校

時の横断歩道の見守り、また青色パトロールさん

による全域パトロールをしております。 

夜パトも月に 2 回、実施しています。これは、自治会との合同の徒歩パトロールと、委員単独

での青色車によるパトロールとがあります。 

また、京都府が一斉に、偶数月の平日初日に行う青色自主パトロールにも、参加しております。 

それ以外にも、街路灯や安全灯の点灯確認パト

ロールを、毎週行っております。夜になって、暗

くならないと分からないのですが、街路灯や安全

灯を確認し、消えているところがあれば、精華町

役場の関係機関などに連絡します。修理されたこ

とも確認して情報共有しています。 

年末特別警戒パトロールでは、木津警察署、光

台交番、精華町役場、そして地元の自治会が参加

します。集合場所で挨拶や情報交換をした後に、

全域をパトロールしております。 

次に、犯罪の発生状況と表彰の受賞歴です。特

殊詐欺被害は幸いなことに、精華台地区では 1 件

も発生しておりません。刑法犯認知件数は 12 件



ありましたが、これは精華台地区だけではなく、光台交番管内の、精華台以外の地区も含めた今

年 1 月から 3 月までの数値です。 

下の表は表彰の受賞歴です。ここにありますように 7 回の受賞をしております。この表彰の受

賞歴については、我々だけではなく、地元の自治会と共同で活動を行ってきた結果だと思ってい

ます。ですから自治会に対して、精華台に対していただいたものだと考えています。 

また、「特殊詐欺被害がない」、「刑法犯認知件数が少ない」というのは、本当に我々の活動の成

果なのかどうか、これは常に反省しながら、今後も活動を続けていきたいと思っております。 

次に、問題点と課題の、まず 1 番目です。委員

の高齢化と新規委員の参加減少。 

この右の表が現在の防犯推進委員のリストで

す。支部のメンバーは、一時は 18 名いました。

しかし、高齢化と人員の減少によって、過去 5年

間で半減してしまいました。そうしたこともあり、

店舗の店長 2 名に参加してもらいました。これに

ついては、後ほどご紹介いたします。 

問題点と課題の 2 番目です。コロナ感染症の蔓

延による活動の制限。支部創設以来の自治会合同

のパトロールと会議が、コロナ禍により 2 年半の

間、中止に追い込まれました。その結果、防犯推

進委員だけの昼パト、それから青色防犯パトロー

ル車による単独パトを継続するしかない日々が

続いてしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

最大の問題点は何かと考えますと、我々精華台支部と自治会との交流が激減したことだと思い

ます。我々支部委員だけの活動が続いた結果、自治会の中で、防犯活動の意識や必要性、あるい

は具体的なパトロールの手順などの引き継ぎがなくなってしまいました。また、もう 1 つ、各自

治会の会長や副会長、班長は、全員が年度ごとに、輪番や抽選で入れ替わります。これも要因の

1 つだろうと考えています。 

精華台支部としての反省点です。支部創設以来、自治会に参加を呼びかけ、一緒に活動をして

きました。そのような中、我々精華台支部の防犯推進委員が、防犯活動を実際に行う中心になっ



てしまったことが反省点です。したがって、今後は、周辺地区を含めた自主防犯活動の橋渡しの

役目をいかに担っていくか。それが今後の課題であると考えています。 

この橋渡しをするにあたって精華台を取り巻

く人々、あるいは組織、グループはどのようなも

のが存在するのか、どうすれば精華台地域全体の

防犯活動へのモチベーションを高めて、質の向上

に結びつけることができるのか。こうしたことを

考え、今後は新たな広がり、つながりを目指す活

動を続けていきたいと考えています。別の言葉で

言いますと、「地縁の再構築」となるだろうと考えています。 

これが基本となる方針です。中央に「精華台地

区、自主防犯活動の導入と継続」と書いてありま

す。そして、これに向かって 4 つの矢印がありま

す。左上が自治会、右上が住民、左下が小学校・

保育所、右下が店舗・企業となっています。核と

なるグループ、塊がゆるやかに融合して、ゆるや

かにつながって、トータルとしてこの精華台地区

の自主防犯活動が、うまくできるのではないかと考えております。これを基本方針に据えていま

す。 

次に、課題解決に向けた取組方策のうち、自治

会や住民に対するものの 1 番目です。 

まずは、従来、行っていた合同パトロールを再

開します。今、再開しつつあります。 

2 番目が、必要な情報を必要な方法で届けるこ

とです。1 つは、防犯ニュースの毎月発行。もう 1

つはホームページやインスタグラムアカウント

の開設です。 

防犯ニュースとは、紙媒体での情報提供です。ホームページやインスタグラムのアカウントと

いうのは、デジタル媒体での情報提供です。 

右側にある黄色の物が、私どもが発行している防犯ニュースです。コロナ前は年に 4 回発行し

ていましたが、コロナ禍になってからは、これはいけないということで、毎月発行しています。

ネットで安い印刷業者を探して、カラーの両面印刷で作っています。毎月、これを自治会に配布

して、回覧してもらっています。 

そして、最後が「ながら防犯」活動の導入です。こちらについては、後ほどご説明いたします。 

  



課題解決に向けた取組方策のうち、自治会や住

民に対するものの 2 番目です。精華台支部のホー

ムページの認知度を上げ、防犯カレンダーを含め

た利用を広げます。ホームページは、支部活動や、

発信した情報をためておくツールとして開設い

たしました。ホームページには、カレンダーが含

まれており、これで我々の活動予定を共有するこ

とで、住民の皆さんの参加を促していくようにしております。 

また、インスタグラムの認知度を上げます。こ

ちらは活動の報告や、あるいは防犯の状況を即時

に共有することを目的として開設いたしました。

この中には木津警察署が発行している「地域安全

ニュース」や、光台交番が発行している防犯広報

誌「がっけん」も、タイムリーに投稿しています。

ここでの課題は、認知度をいかに上げるか、フォ

ロワー数をどれだけ増加させるかということだと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

次に、「ながら防犯」活動の導入です。「ながら防犯」は以前から推奨しているのですが、実際

の活動時に気軽に身につけてもらうために、防犯グッズを作成しました。このイラストは、精華

町の公式広報キャラクターである京町セイカちゃんです。そのイラストの使用認可を取得し、防

犯グッズを作成して、自治会あるいは住民へ配布しました。それ以外にも、学生ボランティア「ロッ

クモンキーズ」の女子学生にデザインを依頼して「わんわんパトロール」用バッグを作成し、配

布しています。「ロックモンキーズ」については、また、後ほどご紹介します。 

左下の写真が、京町セイカちゃんのイラストのついた防犯のぼりです。小学校や保育所の周辺

に、固定して立てています。その隣が、京町セイカちゃんのイラストのついた防犯ベストです。

私も今、着ています。そして、右下が、同じくイラストのついた防犯マスク。そして、右上が、

「ロックモンキーズ」の女子学生に作っていただいた「わんわんパトロール」用のバッグです。

このようなグッズを活用しています。 

  



次に、小学校、保育所です。この地域の中に、

1 つの核として存在する精華台小学校、せいかだ

い保育所があります。この防犯イベントに、定期

的に参加しています。また、それ以外にも適宜、

必要に応じて、情報交換をしています。 

左の写真は、せいかだい保育所での「防犯のつ

どい」のときの写真です。園児を集めて簡単な防

犯の話をし、その後、不審者が侵入したという想定で、刺股を使った取り押さえ訓練をします。

保育園では、こうした「防犯のつどい」を毎年やっておりまして、それに私どもも参加させてい

ただいています。 

右の写真は、精華台小学校の 2年生生活科の授業です。今年は 2年生の児童と一緒に、小学校

の中を、くまなく一緒に歩いて回りました。児童には「『ここは怪しいな』とか、『ここは危険だ

な』と思うところがあったら覚えておいてね」と頼んで、教室に帰ってからそれを発表してもら

いました。そこでの私たちとのやり取り、あるいはちょっとしたアドバイスなど、そうした情報

交換をして、防犯意識の醸成を行っております。 

次に、店舗と企業です。精華台地区の住民がよ

く利用する地元店舗の店長に声をかけて、防犯推

進員に推薦して、入会してもらいました。地元住

民のメンバーが少なくなっていることと、また、

それ以外にも広がりを増やそうということから、

このようにいたしました。 

もちろん、店長さんは仕事が一番ですから、パ

トロールや会合への参加までは、お願いしていません。店頭へのポスターの掲示、店の中の見守

り場の活用、あるいは高齢者がマネーカードを購入しに来たら止めてもらうなど、こうした、相

互に協力できる関係を、今、構築しております。 

さらなる課題と解決に向けて新たな広がりを

目指す、その 1例目です。 

京都府警傘下の学生ボランティアグループに、

「ロックモンキーズ」という組織があります。こ

のメンバーとの協働活動を増やしています。 

右の写真は、我々の夜間パトロールに、2 名が

ランパトに参加してくれたときのものです。オレ

ンジ色のベストが、「ロックモンキーズ」の男子学生です。我々のルートに沿って、ランパトをし

てくれました。我々はほとんどが高齢者なので一緒に走るのが少々難しく、自転車で併走しまし

た。 



さらなる課題と解決に向けて、新たな広がりを

目指す 2 例目です。イベント開催を通じて、子ど

もたちを中心に、住民の防犯意識を高めます。 

これは、これからの計画なのですが、先ほどご

紹介した「ロックモンキーズ」の学生に来てもら

い、寸劇や紙芝居をしてもらうことを考えていま

す。また、「いかのおすし」という、京都府警で作っ

た非常にノリのよい、アップテンポの曲があります。それに合わせて、ダンスが得意な女子学生

に踊ってもらったり、我々もバルーンアートを作って子どもたちに提供したり、そうしたことを

計画しています。子どもたちに喜んでもらいながら、保護者も一緒に、防犯意識を醸成していき

たいと考えています。 

また、昨今、特殊詐欺が急増しております。私どももいろいろ活動しておりますが、やはり、

直接聞いていただいた方がよいということで、自治会ごとに防犯講習会を開催しています。これ

には木津警察署の生活安全課から専門のおまわりさんに来ていただいて、説明をしていただいて

います。 

新たな広がり・つながりを目指す 3 例目です。

近隣の防犯推進委員協議会の支部と交流して、情

報交換をします。 

もともと、光台交番の管轄内に、精華台という

地区があります。そこには光台交番連絡協議会が

あり、隣接する光台支部、木津川台支部、他の区

長さんが集まって情報交換をする場があります。

これを活用して、2021 年 10 月に我々が声をかけて主催して、隣接支部との本音の意見交換会を

行いました。それ以外にも、具体的なパトロールの方法も話しました。また、青色パトロールで、

スピーカーで音声を流すとき、どのようなスピーカーがよいのか、アンプはどこで、どのくらい

の値段で買えるのか、どこが安いのかといった情報交換もしております。 

また、我々の近隣に、少し離れたところですが、新たな住宅の開発地区ができております。そ

うしたところでの防犯・防災イベントに参加して、情報交換をしております。 

最後のまとめになります。 

今、ご説明したように、地域に根ざした活動は、

まだまだ道半ばです。ただ、やはり、地道な活動

を地道に続けていくことが、一番の基本になると

思っています。これからも続けたいと思います。 

それから、コロナ禍で変化した環境をチャンス

と捉えて、新たな取組を増やしていきたいと思っ

ています。 



最後に、住民を防犯活動に惹きつける方法を探し続けること。特に若い世代、学生も含めた若

い世代に、どのようにしてこちらに向いてもらうか、防犯活動に参加してもらうか。これを、さ

らに探し続けていきたいと考えています。 

以上で、木津防犯推進委員協議会 精華台支部の説明を終わります。ご清聴ありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

皆さま、よろしくお願いします。今日も朝から

子どものお弁当を作り、子どもを学童に送り出す

という普通の主婦が、このような場に立ってお話

をしておりますので、大変緊張しております。ど

うか、あたたかくご反応いただきながら聞いてい

ただけると励みになります。ご協力をお願いした

いと思います。 

 

早速ですが、私たちパトラン SEMBOKU の活動

について、ご紹介させていただきます。 

私たちは大阪府堺市南区にある泉北ニュータウ

ンで主に活動しております。そのため、泉北ニュー

タウンで活動するメンバーが多いのですが、私た

ちの活動理念に賛同いただいた方々によって構成

されておりますので、大阪府堺市はもちろん、大

阪市や和泉市、東大阪市、泉佐野市、その他、沖縄県でもメンバーがそれぞれ活動しております。 

私たちは、街の防犯の目を増やすことで犯罪抑止が期待されるランニングパトロールの活動を

普及させて、犯罪の起こりにくい街にしたいと考えています。 

それでは、メンバーが賛同した、私たちの活動

理念についてお話しします。 

ランニングだけではなく、ウォーキングや犬の

お散歩、買い物のついでなどの日常生活の中での

活動をお願いしています。高齢者や子どもの見守

り、住人同士のつながりを深めるなど、地域の防

犯を目的とし、ランニングやウォーキングが趣味

の方はもちろんですが、定年退職された高齢者の方、そして身体的、精神的にリスクのある方で

も一緒に行っていただける活動だと思っています。そうした方たちに、社会的役割を担っていた

だくきっかけとなる場にしたいと考えています。走れなくてもよいのです。一人一人の存在が、

地域にとって必要不可欠となるまちづくりを理念としています。 

なぜ、私たちが防犯活動に、一人一人の存在を尊重するのか。それは、この後の私たちの紹介

を聞いていただけるとご理解いただけると思います。 

  

パトランＳＥＭＢＯＫＵ （大阪府） 



 

 

 

 

 

 

では、活動を始めたきっかけや、私たちの取組、活動状況、実績、今後の目標などを、こちらの

内容に沿ってご案内していきます。 

まず、活動を始めたきっかけについてです。それは、こちらにあるように、私が住む堺市が大

阪で「住みたくない街 No.1」だったということです。 

 

 

 

 

 

 

 

あるニュースで、私の住んでいる堺市が、「大阪で住みたくない街 No.1」と紹介されていまし

た。そして、その要因の 1 つに「治安の悪さ」がありました。今、自分の住んでいる街が、「治安

が悪いので住みたくない街 No.1 です」と言われたら、皆さんはどう感じますか。「あ、そうなん

や」と、すごくテンションが下がると思います。私も同じように、その事実にとてもショックを

受けました。私は、そんな街で子育てをしているのかと、とても残念な気持ちになりました。 

そこで、自分に何かできることはないのか、治安が良くなる方法は、何かないのかと考えてい

たとき、泉佐野市に住む知り合いから「ランニングパトロール活動というものがあるよ」と教え

ていただきました。自分の趣味であるランニングをしながら、見守りをすることで治安を守れる。

そんなランニングパトロールを、ぜひ、広めたいと思ったのがきっかけです。 

活動を始めて、間もなく 3 年が経とうとしています。今、この活動で、地域の子どもたちやお

年寄り、女性の方たちが安心して暮らせる社会、一人一人が誇りを持って住める街、住みたいと

思える街の実現を目指しています。 

では、その住みたい街とは、どんな街ですか。

皆さんが想像する「安心して暮らせる街」とは、

どんな街ですか。また、そのために、一般市民で

ある私たちができることは、何ですか。 

そうしたことを考えながら、具体的な取組を、

次に紹介していきます。 



具体的な取組をお話しする前に、まず、地域の

自治会活動の中で起こったある出来事から、得た

ヒントをご紹介したいと思います。 

ある出来事とは、近隣住人によるバイクの騒音

問題です。どこの町内でもありそうな問題ですが、

私の住んでいるところでも、こうした問題が起き

ました。毎晩、近隣住民が帰宅するときに聞こえ

てくるバイクの音がうるさいと、不快に感じてい

る住民の方がいらっしゃいました。思い当たる方

も、中にはいらっしゃるのではないかと思います。

こうした場合、皆さんの自治会ではどのように解

決しますか。シンキングタイムです。いかがでしょ

うか。直接、本人に苦情を伝えて直談判しますか。

自治会や知り合いを通じて、伝えてもらいますか。注意喚起のチラシを配るなどして、伝えましょ

うか。それとも、警察や役所に相談しますか。 

どの方法でも、不快感を抱いた騒音問題を解決することはできると思います。ただ、なんとな

く皆さまも感じていると思いますが、相手は隣人やご近所さんなので、こうした方法で解決した

後も、なんとなくお互いにモヤモヤとした気持ちが残り、気まずくなってしまいそうです。そう

なることを懸念して、結局、伝えないまま我慢して、ストレスを溜めてしまうケースも少なくな

いのではないかと思います。 

実はこの問題、今、皆さんが想像していただいたどの方法とも違う方法で、しかも、お互いに

わだかまりもストレスもない方法で、解決することができたのです。それは、なんと私も目から

鱗の解決方法だったのです。 

どこの自治会や町内会でもあると思いますが、

そこでも、地域の溝掃除がありました。先ほどの、

騒音問題で被害を感じていた人を、仮に A さんと

します。この A さんも、地域の溝掃除に参加して

いました。同じ町内で、知っている人も知らない

人もいる中で皆で溝掃除をしていると、そこで会

話が生まれます。その会話の中で A さんが、毎晩

バイクの音が不快だと、ある方にお話をしました。すると、その話を聞いた B さんが「あ、それ

は何番地の誰々さんのご主人ですよね」とおっしゃったのです。 

その後、Aさんに騒音問題について「あの問題はまだ続いていますか」と尋ねたところ、「どこ

の誰かが分かったら、同じ時間にバイクの音が聞こえてこないと不安になる。逆に、バイクの音

が聞こえてきたら、あそこのご主人は、今日も安全に帰ってきたわと安心する」とのことでした。 

  



このエピソードから気がついたことがありま

す。現状や相手の行動を変えるのではなく、相手

を知り、認識が変わることで問題は解決するとい

うことです。 

この騒音問題では、相手の行動を変えるために

何かをしたわけではありません。相手に何かを要

求したわけでもないのです。相手を知って、原因

の捉え方が変わっただけで、住人の不快感を解決

することができました。要は、「どこ」の「誰か」

を知っただけです。ここに、地域の安心・安全のヒ

ントがあるのではないかと、私たちは考えました。

同じ地域社会で暮らす中で、「この人、見たことが

ある」、「話したことはないが、どこに住んでいる

か知っている」。そんな顔見知りの輪を広げることで、住みやすい街になると思います。名前は知

らないが、顔見知り。そんな人が周りにたくさんいると、私は子どもを育てている親としても、

とても安心だと感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

安心・安全で住みやすい街にするために、私たちパトラン SEMBOKU の役割について、お話を

していきます。 

先ほどのバイクの騒音問題から、私たちは、「人とのつながりから生まれる地域の目」を増やす

ことが、犯罪や迷惑行為の抑止につながるのではないかとのヒントを得ました。ランニングパト

ロール活動で、防犯意識を持って外に出ることももちろんですが、住民同士の顔と顔をつないで

知り合いを増やすことに注力した取組も行っています。 

その 1 つに、パークランがあります。ご存知の

方も、もしかしたらいらっしゃるかもしれません。

パークランとは、毎週土曜日の朝に公園などに集

まって、5 キロを皆で一緒に歩いたり、走ったり

するランニングコミュニティです。これは、ボラ

ンティアによって運営されています。参加費は無

料で、誰でも参加できます。全世界に開催地があ



り、日本では 34カ所、大阪では 4カ所あります。南大阪で初めての開催地として、私たちの住ん

でいる地域でも、去年の 9 月に立ち上げを行いました。早く走り終えた人は、歩いている人を見

て「頑張ってね」と拍手をしたり、逆に、歩いている人は、早く走っている人を見て「すごいね」

と言ったりします。車椅子でも参加できます。歩けない人や走れない人も、「ここに来れば、ボラ

ンティアとしてのあなたの役割が必ずある」。そんなコミュニティです。 

皆、終わった後に手伝ってくれますし、「応援してくれてありがとう」と、ありがとうの声が飛

び交います。それは、私がそうしてくださいと言ったものではありません。自然に、そうした言

葉が生まれています。たまたまこの土曜日に、たまたまそこに来た知らない人同士が、そこで顔

見知りとなって、助け合ったり、励まし合ったりしています。多世代が参加するので、例えば、

特殊詐欺についての情報を得たときには高齢者に声をかけることもあります。参加している小学

生に、子どもに対する声かけ事案などの注意喚起を促すこともあります。 

また、私たちは、ゴミ拾い散歩もしています。

これは、犯罪学で言う「割れ窓理論」に基づいて

行っています。「割れ窓理論」は皆さまもご存知か

と思いますが、簡単に言うと、景観の整った場所

では犯罪が起こりにくいという理論です。走るこ

とはできないが、歩くだけならできるという方に

も協力してもらえるように、ゴミ拾いをしながら

お散歩をすることで、景観を整えてもらっています。具体的に、いつ、どのような形で行ってい

るかについては、また後ほど紹介させていただきます。 

知り合い、顔見知りを増やすという観点から、

私たちはパトランSEMBOKUのキャップを作りま

した。それぞれが活動時に着用することで、地域

で同じキャップをかぶった人同士が出会ったとき

に、「あ！」と気づくように、です。初めて会った

人でも、趣味が同じだと親近感が湧きます。例え

ば、これはあまりないかもしれませんが、街で同

じ T シャツを着ている人がいたら、そうしたことでも親近感が湧くと思います。実際に、パトラ

ンキャップをかぶったランニング中の人とウォーキング中の人が偶然出会って、それまで全く知

らない人同士だったのですが写真を一緒に撮って、それを SNS に投稿したこともあります。この

ように、地域の中で人が交流する機会を、私たち

は作っています。 

また、パークランやゴミ拾い散歩等の地域活動

から、「ランニングはしんどいけれど、ウォーキン

グならできるよ」、「ゴミ拾いで役に立つのなら

やってみよう」というきっかけを生み出している



と感じています。そこから共感を生み、自発性を

促すことで、「防犯活動してください」と、こちら

からお願いするのではなく、顔見知りが増えて犯

罪や迷惑行為をしにくい心理状態になったり、お

散歩だったらできるから散歩しながらゴミを拾お

うという気持ちになったりする。それが、パトラ

ン SEMBOKU の活動につながるきっかけを作り、

その結果、パークランやゴミ拾い散歩からパトラン SEMBOKU に興味を持って、活動を実際にし

てくれる方が、徐々に増えてきています。 

そうした中で分かったことは、「防犯のためにこれをしてください」「このようなルールなので、

お願いします」ではなく、自ら関わってみようと思う共感と自発性から広がって発展することで、

適度にゆるくて柔軟性があって、柔軟だからこそしなやかで途絶えにくいつながりが生まれると

いうことです。細くても長く続けられるのは、そうしたところだと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

では、パトラン SEMBOKU の活動状況について、ご案内していきます。 

2021 年 9 月、私がランニングパトロールを広げたいと知人 2 人に相談して、3 人で活動を始め

て、SNS で発信を続けました。 

2022 年 3月には 42人になって、同じ年の 10月

には 54 人、今年の 4 月には 68 人になりました。

仲間が増えることで、単純に、目の数と脳みその

数が増えます。そのため、防犯に関わる案件が見

つけやすくなり、その案件に対して、こうしたら

解決できるという声が増えて、解決に至りやすく

なっています。今日現在、メンバーは 71人います。 

大阪府警察によるランパトチャレンジにも参加

しています。2021 年 10 月の第 1 回ランパトチャ

レンジでは、敢闘賞をいただきました。2022 年 4

月の第 2 回ランパトチャレンジでは 7 位に入賞、

去年 10 月の第 3回ランパトチャレンジでは、特別

賞を受賞しました。 



先ほど紹介したパークランも継続中です。今日は土曜日ですので、今朝、第 43回を開催しまし

た。足元の悪い雨天の中ですが、15 名の参加者がありました。だいたい、20 人から 30 人ぐらい

来られるのですが、今日は天候の影響もあって、15 名ほどのご参加でした。 

 

 

 

 

 

 

 

先ほど取組の中でご案内したゴミ拾い散歩も、月に一度、継続しています。私の最寄り駅に商

業施設があって、その施設の前はいつもゴミであふれかえっています。市も週に 2 日ほど、清掃

に入ってくれているようですが、それで追いつくようなレベルではなく、本当にたくさんのゴミ

であふれています。私たちも月に一度、散歩の「3」にちなんで、第 3日曜日にゴミ拾い散歩に参

加しています。 

その他、地域で行われる社会活動やイベントに

積極的に参加して、共感の輪を広げたり、ランニ

ングパトロールとの相互協力につなげたりしてい

ます。 

写真は、ビーチクリーンという、海に流れ着い

たマイクロプラスチックを拾うイベントです。大

阪堺市のゴミは全てここに流れ着くと言っても過

言ではないぐらいに、問題になっている堺浜で行われたイベントです。美観を整えて、犯罪抑止

にもつながるという観点から、参加しました。 

もう 1枚の写真は、「100人の一歩フェスティバル」というイベントに参加したときのものです。

地域住民が街を良くする、暮らしを良くするというコンセプトで行われたイベントです。 

このように、人が知り合う機会を作り、さらに地域や人々のつながりを生むきっかけとなるよ

うな活動を意識しています。 

そんな私たちのことを知ってもらうために行っている、広報活動を紹介していきます。 

 

 

 

 

 

 



まず、堺市民に全戸配布される、市政だよりに掲載されました。安心・安全なまちづくりをし

ている団体として、堺市からのインタビューを受けて、堺市広報 2022 年 2 月号に掲載されまし

た。 

こちらも市からの取材の依頼を受けたものです。街の魅力を紹介するウェブサイトにインタ

ビュー記事が掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 

地域で最多の読者がある地域情報誌にも、2回、掲載されました。地元でのニュースやローカル

な話題がたくさん掲載されている、月 2回発行の『泉北コミュニティ』です。2022 年 1 月と 2022

年 7 月の、計 2 回、掲載されました。たまたま 7 月号の記事を見た地域の自治会の防犯支部長さ

んがわざわざ会いに来てくれて、その後、自治会の防犯会議で取り上げてくださいました。 

直近では先月、NHK の夕方のニュース番組『ほっ

と関西』で取り上げていただきました。6月 8日の

放送を見た方はいらっしゃいますか。「見たよ」と

声を出かけてくださる方も多くありましたが、NHK

の『ほっと関西』で、子どもの登下校の見守りにつ

いて取り上げられ、その中で、ランニングパトロー

ルが紹介されました。私も小学生の子どもを持つ

親として、登下校の見守りも積極的に行っています。 

このように、さまざまな媒体で、さまざまな場面で、私たちの活動について取り上げていただ

いています。 

次に、私たちの活動においての地域貢献の事例、実績を紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

これは、横断歩道の白線の劣化です。子育て世代のママであるメンバーが報告してくれました。

子どもの往来も多い横断歩道で、2022 年 4 月に白線が薄くなっているとの報告を受けて、区役所



を通じて最寄りの警察署に連絡して、8月に改善していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは、植栽によって見通しが悪い遊歩道です。いつもこの道を利用するメンバーから報告

いただいたものです。堺市南区原山台公園の、カーブのある歩道で植栽が伸びて、見通しが悪く

なっていて危険でした。2022 年 9 月に報告を受けて、公園管理者によって、翌月の 10 月に剪定

していただきました。 

また、今年 1 月 5 日の夕方に新檜尾公園内で、犬の散歩中のメンバーが、倒れている高齢者男

性を発見、119 番通報し、救急車到着を待って救急隊に引き継いだことがありました。このよう

に、地域貢献の例もたくさんあります。 

ただ、その中で感じている課題もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの課題は、認知度の低さです。課題解決のために、地域のイベントに出店したり、自作

のチラシを配布したりもしています。しかし、まだまだ地域内での認知度は低いです。もっとパ

トラン SEMBOKU の存在や、活動を知ってもらえたら、パトロール中に困っている人や子どもた

ちに声をかけやすくなるだろうと思っています。どこの誰かが分からないことが原因で、不安を

招くという話を先ほどしましたが、私たちも知らない人に声をかけられる不安を懸念して、気軽

に声をかけられないことがあります。 

そのため、今後の目標は、認知度をもっと上げ

ることです。チラシの配布なども行いながら、引

き続き、地域活動との相互参加、行政や教育機関

との連携の強化、企業の CR 活動とのコラボなども

できればと考えています。SNS の発信も続けて、地

域内でランニングしている人や定年退職後の高齢

者の方にも積極的に声をかけて、協力依頼をして



いこうと思います。 

私たちが目指すのは、人と人のつながりによっ

て、社会の一員として、他人のことを自分のこと

として考えられる健康な心を持った人の多い地域

を作ることです。 

パトランSEMBOKUそのものが犯罪抑止となる

ことも大事ですが、地域や誰かのために行動を起

こす側の人が増えれば、街は絶対に良くなると

思っています。例えば、犯罪に手を染める人が病人だと考えたら、警察は医療機関です。すでに

病気になった人を治療するお医者さんとして、病人を減らしてくれます。 

では、私たちの役割は何か。日々の生活習慣を良くして、病気になりにくい生活を提供して、

健康な人を一人でも多く増やす環境づくりをすることだと考えています。どちらも病人を減らし

て健康の人を増やすという目的は同じですが、私たち一般市民には、治療を施すことはできませ

ん。ですが、医療機関のお世話になる人を減らすための、健康的な生活をサポートすることはで

きます。病人を減らすという役割としては、効率が悪いかもしれません。しかし、効率の悪いこ

とを、一般市民が協力して行うことで、得られるものがあります。逆に言えば、一般市民にはそ

れしかできないのだから、一生懸命やりましょうということです。 

職業柄、ランニングパトロール中に、高齢者を

よく目にします。特に、男性に多いように思いま

すが、定年退職後に役割や肩書きをなくし、やり

がいや生きがいがなく、毎日過ごしている方が多

いようです。それが認知症にもつながると、医学

的にも言われています。そんな人たちに役割がで

き、歩いたり、走ったりすることで、身体的な健

康だけではなく、精神的にも高齢者がいきいきできればと思っています。 

私たちが住んでいる堺市南区は、郊外ベッドタウンとして、高齢化が進んで、大変な問題とな

りつつあります。いきいき元気で、心身ともに健康で、財政を圧迫しない高齢者が増えれば、市

の問題解決にもつながるのではないかと考えています。「こんなふうには、なりたくないな」では

なくて、「あんなふうになりたいな」と思える高齢者の姿を見たら、今、そこに向かっている私た

ち世代も、年を取ることについて非常にポジティ

ブに捉えることができます。私たち世代がポジ

ティブに生活していれば、その姿を見て育つ子ど

もたちは、未来は明るいものだと思うでしょう。 

ランニングパトロール活動がもたらすのは、単

に犯罪のない安心・安全なまちづくりだけではな

く、全世代の皆が輝き、明るい未来を作ることだ



と信じています。 

最後に。職業柄、接するどの高齢者も口を揃えて言うことがあります。若い頃はお金や愛が欲

しかったそうです。しかし、失って初めて気づくものがある。それは何か。「健康」と「人とのつ

ながり」なのだそうです。私たちパトラン SEMBOKU の活動では、そのどちらも失いません。そ

んな素晴らしいこの活動を、私たちはこれからも継続していこうと思います。ご清聴ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

皆さん、こんにちは。兵庫県姫路市から参りま

した犬賀善治でございます。今日は姫路市立高浜

小学校 PTA 顧問の立場で、事例発表をさせていた

だきます。 

 

 

 

 

姫路と言われても、あまりピンと来ない方がい

らっしゃるもしれません。そこで今日は、資料の

表紙に姫路城を載せました。ちょうど平成の大修

理が終わった後で、本丸の漆喰が真っ白な状態で

すが、今は、もう適度に汚れてございますので、

違和感なく見ていただけるかと思います。 

今日は、皆さんにこの資料をお配りするのだと

思って、ここに QR コードを載せました。姫路の

観光大使である女優の のんさんの、1分間ほどの

動画です。それを QR コードにしておいたのですが、これは皆さんに配布しないとのことで、全

然、活かされずに残念です。隣は『しろまるひめ』という、ご当地キャラクターです。これは夏

バージョンです。 

姫路城が世界遺産に登録されて、今年でちょうど 30 年です。そのため、今年はいろいろなイベ

ントが、お城周辺で開催されています。先日は平成中村座さんが三の丸広場に大きなテントを建

てて、そこで演目をされました。私も妻と一緒に見に行ったのですが、舞台演出で、中村勘三郎

さんと遊女役の七之助さんが手を取り合ったそのとき、後ろのカーテンがパッと開いて、そこへ

お城がドーンと出てきて、私も涙が出そうなぐらい感動したところでございます。 

もう 1 つは、ご当地、さくらサーカスさん。和

歌山県が創設の地だと聞いておりますが、さくら

サーカスさんも 2カ月ぐらいにわたって、サーカ

ス公演されました。 

それでは、活動地域からご紹介します。姫路市

立高浜小学校の所在地、高浜地区でございます。

姫路城から 3 キロほど南の地区でございます。

6913 世帯、人口が 1万 6671 人、面積が 7.49 平方

姫路市立高浜小学校ＰＴＡ（兵庫県） 



キロメートル。広いのか狭いのかよく分かりませんが。もともと田んぼだったところが造成され

て、家がたくさん建ったということです。 

高浜小学校は、4年ほど前までは姫路一のマンモス校でございました。現在、高浜小学校 PTA は

児童数が 904 人、682 世帯の保護者で構成されています。そんな地区でございます。 

そんな地区に、2019 年 1月 3 日、4日と 2日続

けて、首のない鳩が、路上にありました。そして

1 月 7 日、3 学期の始業式の日には、お隣の小学

校で、内臓のない猫の死体が校門に置かれていた

という事件がありました。 

こういう事件は、だいたい大きな事件に発展し

ます。そこで教頭に、学校防犯システム「ツイタ

もん」の業者さんと会いたいので、事務局にアポ

を取ってくれとお願いをしました。以前から、こ

のチラシが小学校向けに配られていたので、ご存知の方もいらっしゃるかと思います。ランドセ

ルに付けられる IC タグです。これを持った児童が学校に着くと、校門通過時刻とともに、防犯カ

メラに映像を記録します。希望される方には、有料にはなりますが、メールで「着いたよ」と届

くサービスもあります。このシステムは無料です。IC タグを持つのも無料です。我が高浜小学校

は、大阪にたくさんのビルをお持ちのオーナーさんからの、寄付のような形で導入させていただ

きました。姫路市で入れたところはございませんので、障害になるのは教育委員会の学校施設課

でございますが、「そちらの前さばきはこちらでします、最短でいつ入れられますか」と聞くと、

「6 月です」と言われました。姫路市で一番に入れたいので、すぐに動いてくださいとお願いし

ました。 

時間の都合もありますので、「ツイタもん」のシ

ステムの内容はお話ししませんが、気になる方は

インターネットで調べていただければと思いま

す。このシステムは、2001 年、池田市で発生した

池田小学校の無差別殺傷事件をきっかけに作ら

れたものです。池田市や奈良市は、全部の小学校

が導入しています。私も、姫路市でこれを入れて、

あちらこちらでこのお話をしています。姫路市の

学校はもう何の障壁もないので、すぐに動いても

らってよいとのことで、今、十数校に入ったと聞いております。 

ただ、それだけで子どもたちの安心・安全が守られるわけではございません。次に手を打った

のは、「エリアトーク」というシステムを入れることでございました。子どもたちが学校から帰る

ときに、「今から子どもたちが帰ります」という放送をしているところもあると思います。しかし、

私たちの校区には、そうしたものはございませんでした。校区の中には 14町あります。その全部



の放送システムを使いたいと連合自治会長に相

談をしました。そのときに「こんなものがあるよ」

と言われ、ぜひ、それを入れようということにな

り、動いたわけでございます。 

入れるときにはいろいろありましたが、各団体

でお金を出し合い、県や市から助成金をいただい

て、このシステムを入れました。本当に良いシス

テムです。上の写真は連合自治会の定例会です。

今から、こういう工事をしますとお話ししている

ところです。 

「子どもたちが帰ります」という声は、当時いらっしゃった音楽の先生に吹き込んでいただき

ました。その声で、「今から低学年が帰ります」「今から高学年が帰ります」という案内を入れて

いただきました。 

この放送をしても、それで防犯が完璧というわけではございません。今までしてきた 2つの対

策はハード面です。ソフト面の整備もしなければなりません。 

ここに、私が緞帳の前でお話をしている写真があります。これは、9月の地域の敬老会でした。

そこで、「今からこういうシステムの設置に向けて動いています。そこで、皆さんにお願いしたい

ことがあります」とお話ししました。それは、ここにも書いてございますが、「出るだけ防犯、3

時、4時」。最近は見なくなりましたが、当時はこのコマーシャルが流れているときでした。皆さ

んの団体もされていましたが、つまりは「ながら防犯」です。「ぜひ、子どもたちが学校から帰る

時間に、外へ出て見守ってください、声をかけてあげてください」とお願いをいたしました。暑

い中でございましたが、おじいちゃん、おばあちゃんたちは共感してくれて、大きな拍手をいた

だいたというところでございます。 

不思議な現象でございます。この放送が流れます。子どもたちが門を出たという通知が行きま

す。すると、ぞろぞろと、子どもたちの下校の道に出てきてくださいます。ある人は犬を連れて、

ある人は小さい子どもを抱っこして。成果が出てきていると感じるところでございます。 

活動内容の 3つ目です。 

私は、実は PTA 会長を長らくしておりました。子どもは 3 人おります。高 3、高 1、中 1。女、

女、男です。上の子どもが小学校に入ったときにクラス役員になって、次の年から本部役員になっ

て、そのあとずっと 11 年ぐらい活動していました。その中で、2年間 PTA 会長をしました。次女

が 5年生か 6年生ぐらいのときは終わっていて、コロナ真っ只中のときは、顧問職でした。コロ

ナで地域がガタガタになったわけです。連合自治会長から「犬賀さん、もう一度戻って、やって

くれ」と言われて、長男の 5年生か 6年生のときに、もう一度 PTA 会長をさせていただきました。

そのため、「こうしたら、このように動くな」というものは私の中にあったもので、お金の使い方

もそうですが、このようにやってきました。これまで見ていただいたのが、最初の 2年間の活動

でございます。これから見ていただく 3番目と 4番目は、その後の活動です。 



昨年、2022 年 5 月に、「HAPPY YELLOW PROJECT 

200」を立ち上げました。これは、皆さんも目にし

たことがあると思います。子ども 110 番の家の旗

です。この設置状況を確認したところ、76 旗しか

ありませんでした。教頭に名簿を見せてもらう

と、「お亡くなりになりました」、「施設に入られま

した」。おじいちゃん、おばあちゃん主体でお願い

をしていたので、これはあかんと思い、「夏休みま

でに 200 旗設置する」という活動を立ち上げたわ

けでございます。はずみを付けるために、「HAPPY YELLOW PROJECT 200」という名で立ち上げて、

私の次に、今 PTA 会長している同級生を、責任者にしました。 

これは、個人宅にお願いしても、なかなかうまくいきません。そのため、事業所をメインにし

てロードサイドのお店やコンビニもそうです。そうしたところが協力してくれるのです。 

不思議な現象です。最初は「夏休みまでに 200 旗設置するなんて、できひんわ」と言うのです

が、そんなことはありません。2カ月もあれば十分設置できます。暑い中、15 人ぐらいの本部役

員だけで活動しましたが、お願いすると事業所の方は、ほぼ皆さん、快く受け入れてくださいま

した。また後ほどのパネルディスカッションで、その辺りお話ができるのかなと思いますので、

そこは割愛いたします。 

目標通り、夏休みまでに 200 旗、設置できました。スライドにあるのは依頼文です。 

200 旗もあると、不思議と皆の目につくのです。そうすると他の事業所さんも、「うちも付けた

い」という動きになってきます。やはり、風の動きは大事だと思います。 

続きまして、「たかはま安心安全みまもりマッ

プ」の作成です。これは今年の 3月に作成しまし

た。実は 2010 年に、このマップは作成されてい

たのですが、長らく更新されていませんでした。

これが、校長室のついたてにずっとあって、連合

自治会長と、これを更新したいと話していました。

いよいよ私も PTA 会長はこれが最後なので、今年

に更新するしかないと、動き出したのです。 

ここに、小さい、黄色の星印がたくさん付いて

います。これは、子ども 110 番の家の旗を設置したところです。青いところが通学路、赤いとこ

ろは危険箇所です。こうしたマークをマップに入れております。これは B2版で作成しました。こ

のマップの更新にあたり、「ここに 76 の星しかなかったら、そんなもん配られへんで」という話

になって、先に 200 旗設置したわけでございます。こうしてマップを作成し、児童 1000 枚分、そ

して校区の全 5000 戸に配布しました。お金は、連合自治会や PTA などで出し合いました。そし

て、「広報ひめじ」に全部折り込んで、自治会の各班の手を借りて、全戸に配布をしました。これ



を 5000 戸に配布した理由は、次のプロジェクトが関わってまいります。「なんか、こんなん配ら

れてきたで。また、なんかするんやろな」というところのアクションを起こしたところでござい

ます。 

先ほどの、「ツイタもん」の話に戻ります。これは毎年 2月の、新入生の入学説明会において説

明します。そして、希望者には入学式のときに ICタグを配布します。 

「エリアトーク」は月曜日から金曜日まで、低学年児童の下校前と高学年児童の下校前に見守

りを呼びかける放送を流しています。また、夏休み等の長期休暇期間中は、帰宅を呼びかける放

送を、夕刻に流しています。 

「HAPPY YELLOW PROJECT 200」については、子ども 110 番の家の旗の更新手続きを、毎年 2月

に行っています。 

ただ、放送していると、スピーカーの下にいる方からは、うるさいと言われます。そのような

ときは、低学年の子どもたちに「いつもありがとう」という手紙や絵を書かせ、そこの家へ持っ

て行かせます。そうすれば、誰も何も言いません。そうしたことをしております。 

さて、そんなことをしながらも、やはり課題が

あるわけでございます。保護者の PTA の加入問題

です。任意団体であるがゆえ、管理問題があるた

めに、活動が保護者の大きな負担にならないよう

に留意する必要があります。また、役員任期の満

了による短期間の責任者の交代で、活動が鈍化す

る恐れがあります。 

私は、先ほども申し上げたように、本部役員を

11 年務めました。今、PTA 会長をしている同級生

は、今、子どもが 6 年生ですが、その子が 1年生のときに、「お前は俺の次に PTA 会長をせなあか

んから、本部に入って、俺のすること一緒に見といてな」などと言っておいたので、その辺の引

き継ぎはできているわけです。連合自治会なども長いこと、うちの会長も 7、8年はされているの

で、1 年や 2 年でコロコロと変わっていかないことが特徴です。この 4 月、姫路市の連合 PTA な

ども、「これは任意団体だから、会費が伴うことを言え、言い方は任せる」と言われました。多く

の学校は、やはり、脱退があったようです。イエスかノーかで問うと、だいたい 4割ぐらいは脱

退されるわけですが、しかし、我が高浜小学校は 1 件も、1 人も、脱落がなかった。これは、い

ろいろな活動をしているので、そのあたりを見ていただいていたというところです。 

去年、「僕らの SDGs」という活動をしました。それは廃品を集めるということ。ビンであった

り、缶であったり。今年は、子どもたちの体操服の交換をしました。立ち上げたものは形を変え

て、ずっと存続していることになります。 

もう 1 つ、注意をして私がやっていることがあります。先ほどのパトラン SEMBOKU さんも上

手にされていましたが、私も何かしたときは、必ずこうしたものを作っています。今日は皆さん

にもお配りしていますが、『タカハマタイムズ』の創刊号です。私が作ったので、ちょっとお恥ず



かしい出来なのですが、これは音楽会のときまでにその設備を入れて、皆さんに「こういうもの

が入りました」と知ってもらうために、そして「これをするにあたって、誰がどう動いたか」を

知ってもらうために作りました。それ以来、何か活動をしたら、必ず報告をしております。先日

は全校生徒向けに、飾磨警察署にお願いして交通安全教室をしたのですが、そんなときも神戸新

聞さんに、これは公共性のあるものだから取材に来てと言いました。今年はケーブルテレビさん

にも来てもらい、取材をしてもらうといった活動もしています。 

さて、最後になりました。課題の解決に向けた

取扱方策でございます。 

児童の安心・安全を見守る活動は、PTA 組織を

中心に行ってきました。具体的には、各町の子ど

も会の会員が行っています。PTA は全員入ってい

ますが、子ども会に入っていない非会員がいて、

その方たちが活動に参加しないため、不公平感が

ございます。共働き世帯の増加や、任意団体であ

る PTA への加入問題などもあり、これは別の組織

が活動を行うことが望ましいと判断しました。高浜地区では、2017 年より高浜会議という名称で、

既存の組織が持つそれぞれの問題を共有して解決するための場を年に数回開催して、解決に取り

組んでいます。しかしながら、この高浜会議の中に安心安全部会を作っていたのですが、うまく

運用されていません。部会長もいない組織でしたから。 

そこで、この 4月から部会長を設置して、少年補導委員、高浜まちづくり防犯グループ推進員、

地域ふれあいの会、交通安全協会高浜支部、小学校 PTA、中学校 PTA を束ねる組織へと、部会を

発展させることにしました。そして、その部会長を私がすることになりました。「あんた、PTA 会

長を離れてヒマやろう」ということで、そういうことになりました。 

今、いろいろな団体名を挙げましたが、僕も、どこが何をしているのか、全く分かりません。

たぶん、皆、そうなのです。これではあかんということで、テコ入れをしようと思って活動して

います。 

最後の締めでございます。これまでは、ハード面の整備に取り組んできましたが、今年度から

は地域の皆さまに活動していただくソフト面の

整備と運用に努めていきます。 

これはうちの役職者です。皆で決意表明をした

というところでございます。 

以上で、高浜小学校 PTA からの報告とさせてい

ただきます。ご清聴ありがとうございました。 

 



 

 

 

皆さん、こんにちは。和歌山市名草地区地域安

全推進員会です。当会の会長を務めています松井

道夫と、会計を担当しております川西万貴子です。

どうぞよろしくお願いいたします。 

ただいまから、和歌山市名草地区地域安全推進

員会の活動内容などについて、発表させていただ

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、私たちが活動する和歌山市名草地区の概要について簡単にご説明いたします。 

和歌山市は、42の地区に分かれております。私たちが活動する名草地区は、和歌山市の南部に

位置し、旧熊野街道に沿った三葛、紀三井寺、紀三井寺団地、内原、内原団地と、海岸に沿った布

引、毛見、旭橋の 8地区からなり、東西約 3.2km、南北約 3 km の範囲となっています。一部が海

に面していることから砂地が広がり、特産物の布引大根や生姜は、全国に出荷されるほどの産地

となっています。 

地区内の人口は約 1万 8000 人、世帯数は約 8000 戸で、和歌山市 42 地区の中でも面積、人口と

もに大きい地区でございます。 

地区内には、桜の早咲きで有名な西国巡礼二番札所「紀三井寺」、風光明媚な和歌浦に浮かぶ人

工島「和歌山マリーナシティ」、マリーンスポーツ

が盛んな「浜の宮海水浴場」等の観光資源があり

ます。また、JR 紀勢線の紀三井寺駅、和歌山県立

医科大学附属病院、紀三井寺競技場公園、紀三井

寺野球場などの施設もあり、国道 42 号線、国体道

路といった幹線道路が地区の中を南北に縦貫して

います。 

写真の左上が、桜の早咲きで有名な西国二番札

和歌山市名草地区地域安全推進員会 （和歌山県） 



所の紀三井寺です。 

その隣が、野球王国和歌山の聖地である紀三井寺球場と、陸上競技場・球技場とがある紀三井

寺運動公園です。 

左下は、風光明媚な和歌浦の海に浮かぶ人工島、和歌山マリーナシティです。島の中には、ヨー

ロッパの町並みやアトラクションが楽しめるテーマパーク「ポルトヨーロッパ」があります。最

近では映画や CM 等のロケ地になることも多く、家族で一日中楽しんでいただける施設となってい

ます。 

右下の写真は、浜の宮海水浴場です。遠方に見えているのが、今申し上げた和歌山マリーナシ

ティです。 

地区内の教育機関です。名草地区には保育園が

1 か所、幼稚園が 1 か所、小学校が 2 校、中学校

が 1校、大学が 1校あります。観光客だけでなく

通勤通学に伴う人の出入りも多く、それだけに事

件・事故の多い地区でもあります。 

そのような中、少しでも地域住民が安全・安心

に生活できるようにと、名草地区地域安全推進員

会では、いろいろな活動に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体の概要、及び構成です。平成 8 年に、和歌山市名草地区防犯員会から、現在の名草地区地

域安全推進員会に改名されました。 

当会は、紀三井寺団地、毛見、内原、内原団地、布引、紀三井寺、三葛、旭橋の 8 地区で構成

されております。現在の構成員は男性が 42 名、女性が 18 名の合計 60 名であり、平均年齢は 75

歳と、年々高齢化しています。 

また、活動費といたしまして、連合自治会から年間 6 万円、和歌山市から助成金年間 2 万円を

いただいています。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

活動内容についてご説明します。 

平成 18 年、JR 紀三井寺駅に西口が新設され、同駅を利用する乗降客が飛躍的に増大したこと

に伴い、同駅周辺における自転車・オートバイの盗難や街頭犯罪が大幅に増加しました。平成 18

年上半期における自転車盗難は、県下の多発場所のワースト 5 に入りました。自転車の歩道への

駐輪・放置等も問題となり、早急な対策が求められました。 

こうした状況を改善するため、当会では、和歌山西警察署や少年補導員の方と協力し、駐輪場

の整理や自転車のツーロック運動等、防犯活動・広報活動を重点的に行ってきました。 

平成 18 年 9 月以降、毎月第 2月曜日を「JR紀三井寺駅クリーン作戦の日」と定め、同活動を継

続し、利用客のマナーアップや街頭犯罪抑止活動に力を入れております。クリーン作戦では、駅

前でその時々の広報啓発チラシやノベルティーグッズの配布を行います。また駐輪場では、煩雑

に置かれた自転車などの整理を行いながら、積極的に「おはようございます」、「いってらっしゃ

い」の声かけを行っています。始めた頃は無言で受け取っていた人たちも、今では「おはようご

ざいます」、「ご苦労様です」と挨拶を返してくれるようになりました。今後も JR クリーン作戦を

継続し、長期の放置自転車を撤去するなど、環境整備に努めていく次第です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

先にも述べたように、JR紀三井寺駅には、東口と西口に駐輪場があります。どちらの入り口に

も、ツーロックを呼び掛けるメッセージと、毎月の自転車盗難の発生件数などが記載した表示板

が設置され、駐輪場利用者に注意を促しています。 

駅前の整備や啓発活動等により、自転車の盗難が少しでも減少すればと思っています。 

こちらは、JR 紀三井寺駅西口の駐輪場です。こちらの入り口にも、注意喚起の看板が設置され

ており、被害の発生件数などが表示されています。 



次に、登下校時の見守り活動についてお話しします。先に述べたように幹線道路が地区内を縦

貫し、事件・事故等も多いことから、各地区単位でも地域安全推進員が中心になり、自治会等の

協力を得て、小学校の登下校時の見守りを実施しております。こうして、地域安全推進員が一丸

となって、地域住民が安心して生活ができる地区づくりに努めています。 

続いて、緑道の夜間パトロールについてお話し

します。地区内には、路面電車跡地を整備した歩

行者・自転車専用道路である「紀三井寺緑道」が

あります。こちらは全長約 2.3km で、地区住民の

散策や健康増進のジョギングコースとなっている

ほか、学生の通学路にもなっています。 

しかし、この緑道での不審者が比較的多いこと

から、毎月第 2・第 4火曜日の午後 5時から、2班

に分かれて徒歩によるパトロールを、警察の協力

を得て行っています。また、緑道内には樹木が生い茂り、街灯の光が届かず、暗く見通しの悪い

ところもありました。痴漢の出没も報告されたため、樹木の剪定を県にお願いし、見通しをよく

するなどハード面の対策も行っています。 

その他、夏休み期間中は、マリーナシティに隣

接する浜の宮海水浴場の夜間パトロールを、7 月

に 1 回、8 月に 1 回、警察の協力を得て午後 9 時

から約 1時間実施しています。 

夜間パトロールは、ほかにも 8月 9 日の紀三井

寺の千日詣でに合わせて、他の団体と合同でのパ

トロールを実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、和歌山西警察署からの「犯罪のないまちづくりには、人の心を癒やすことも大事ではな

いか」というご提案で、和歌山市役所の協力も得て、紀三井寺駅駐輪場の周りにプランターで花

壇をつくり、会員が交代で花の植え替えや水やりをするなど、環境美化活動を行っています。 

最初の頃は、近くに散水栓が無く、花への水やりが大変でした。そこで、当会を含めた名草地



区の各種団体に協力をお願いし、防災用も兼ねて井戸を掘っていただきました。おかげで、今で

は駅前での散水活動が、ずいぶん楽になりました。花を植えても抜かれてしまわないかと心配し

ておりましたが、荒らされることはなく、駅の利用者や近所の人から、駅の周りがきれいになっ

たと喜ばれています。 

このような活動を通して地区住民の危機意識を高め、「自分たちの地区は自分たちで守る」とい

う、強い意識を持ってもらえればと思っております。 

また、活動する中で多くの方達に「こんにちは」「こんばんは」「ご苦労さん」といった声をい

ただくようになりました。犯罪や事件から住民を守ることも大切ですが、このようなコミュニケー

ションや思いやりから、犯罪を作らない社会にしていけたらと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ほどお話しした JR 紀三井寺駅周辺の駐輪場の自転車整理について、詳しくお話しします。 

駅の西口には、市の無料駐輪場がありますが、スペースが狭く、駐輪場に入りきらない自転車

があふれて点字ブロックを覆い、危険な状態となっていました。そこで駐輪場の増設について、

市と JR に対して要望書を提出し、再三お願いしていたところ、駐輪場が増設されました。自転車

のはみ出し等もなくなり、景観も良くなりました。 

また、駅の東口では、JRの空き地に無秩序に置かれた自転車が見苦しく、この状態を何とかし

ようと関係機関と協議した結果、利用者が止めやすいようにラインを引くことになりました。そ

こで、JR さんの許可を得た上で、会員総出で、空き地に自転車置き場と通路を区別するラインを

引きました。すると、自転車・バイク等がライン内に置かれるようになり、整理されるようにな

りました。写真は、駐輪場で自転車の鍵かけを確認し、整理を行っているところです。その隣は

駐輪場の、昔と今の写真です。見比べてもらうと、

ラインが引かれ、きれいに整備された状況が分か

ると思います。 

次に、紀三井寺緑道の夜間パトロールを実施し

ている様子です。夜間の写真ですので、若干見え

づらいかもしれませんが、緑色の蛍光色の防犯ベ

ストを着用し、複数の会員でパトロールを実施し

ています。  



次に、青パトです。 

私達は独自で広報用のアナウンス文を作成し、

流しています。自分たちで考えた文章を、会員が

読み上げて録音したものを流しています。 

ここで、実際に青パトでパトロール中に流して

いるアナウンスの内容を、少しの間、お聞きくだ

さい。 

 

 

【青パト アナウンス】 

こちらは名草地区地域安全安心パトロール隊です。振り込め詐欺に注意してくださ

い。警察官や役所の職員が、電話で現金やクレジットカードを要求したり、自宅に取

りに行くことは絶対にありません。知らない人に、お金やカードを渡さないよう、十

分注意してください。不審な電話は警察に通報してください。 

 

こちらは名草地区地域安全安心パトロール隊です。ひったくり被害に注意しましょ

う。バッグなどは建物側に持ちましょう。自転車のカゴには防犯ネットを取り付けま

しょう。後ろから、オートバイの音が近づいてきたら、振り返って確認しましょう。 

 

こちらは名草地区地域安全安心パトロール隊です。空き巣被害に注意しましょう。

短い時間の外出でも、必ず鍵をかけましょう。怪しい行動をしている人を見かけたら、

110 番通報をしましょう。 

 

ありがとうございました。 

私達会員が皆で、気持ちを込めて手作りしたものです。 

また、参考までに、青パトの管理費等は、すべて連合自治会にお願いしています。 

活動の頻度です。 

JR クリーン作戦が、毎月第 2月曜日。 

登下校時の見守りは、平日の登校日に実施。 

紀三井寺緑道パトロールは、第 2・第 4 火曜日

の月 2回。 

祭礼時のパトロールは年 3回。 

JR 紀三井寺駅花壇手入れは、植え替えは四季ご

と、水やりは適宜。 

青パトによるパトロールは週 3回。 

浜の宮海水浴場の夜間パトロールについては



年 2回。このような頻度で行っています。 

ここ 2、3年は新型コロナウイルス感染症予防のため、いろいろな活動が制限されていましたが、

今年から、ほとんどの活動を再開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、今後の課題です。他の団体の方も同じ課題を抱えていると思いますが、「会員の高齢化」

と「後継者不足」です。先程も述べたとおり、現在 60 名で活動していますが、平均年齢 75 歳と

高齢化が進み、会員の減少傾向に歯止めがかかりません。 

また、人口減少に伴う空き家・空き地の増加への対応も懸念しています。 

課題への対応策としては、あらゆる機会における「活動内容の紹介」と「会員募集の呼びかけ」

です。自治会の会合や委員会があれば、出席者に対して活動への参加を呼びかけています。また、

広報紙や回覧板を利用して、活動内容を紹介したり、会員を募集したりしています。根気よく呼

びかけること、活動の大切さを知ってもらうこと

が重要だと思っています。 

これは回覧板を活用したものです。このような

会員募集チラシを作成して、地域愛があり、地域

を守ろうと思う熱い心のある方を募っています。 

今回のフォーラムの場で、私達の課題解決に向

け、先進的な取組をされている皆さまからのアイ

デアを参考にさせていただけたら幸いです。 

ここまで防犯活動に関する内容をお話ししてき

ましたが、せっかくの取組も、効果がなくては何

もなりません。より大きな成果を上げるには、お

互いの組織が連携を取り、情報を共有することが

大切です。図にもあるように、学校、警察、推進

員会、市役所支所が常に連携を図り、より早く・

より正確な情報のもと、事故や犯罪を未然に防が

なくてはなりません。 



不審者情報が入ると、学校は内容次第で保護者に連絡、集団下校等の対策をとります。私達も、

パトロール実施等の対応をとります。こうした情報発信は、その経過・結果を報告していただく

ことが大切でありますし、私達も、情報はしっかりと取り扱ってまいります。私達の活動は、子

ども達の安全・安心のためだけでなく、地域におけるあらゆる犯罪の大きな抑止力になっている

と自負しております。 

現在の日本社会では、超高齢化と人口減少を要因とする負の連鎖が始まっています。私達の地

域も例外でなく、先行きへの不安が募る中、かつてのような人間関係が失われております。危う

さが目立つ日常生活において、このような活動が、少しでも治安維持に役立てられるのであれば

幸いであります。 

今後、私たちが目指すものは、犯罪・争いのない、平穏できれいなまちづくりです。「割れ窓理

論」にあるように、きれいにすることで地域を事件・事故から守り、安全で安心な美しいまちづ

くりに頑張ってまいりたいと思います。 

最後になりましたが、ご列席の皆さま方の益々のご活躍とご健勝を祈念して、名草地区地域安

全推進員会の活動発表を終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


